






現在日本における、要介護認定者数 533 万人（2012 年）
福祉・介護分野に従事する者は今後、2025 年までにさら
に約 80 万人から約 120 万人の確保が必要となるといった
推計１）がなされ、介護人材の育成が急務である。介護福祉




















祉士候補者が 2011 年度まで 888 人入国を行っている５）。3
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男性 38％、女性 62％人で女性の方が多く、年齢は 20 歳
代・30 歳代ともに 50％であった。
過去の卒業生の卒業後の進路を支援員に尋ねたところ、
過去の留学生は、帰国 6 人と進学が 5 人、福祉施設 2 人、




ないため、事務 2 サービス 1 製造業 1 芸能 1 語学・通訳
4 教育・研究 3 医療 1 人間科学 1 とバラつき、支援員の把
握している在学生の卒業後の希望は回答が少なく、帰国












































ฟ㌟ᅜ ேᩘ 2011ᖺᗘ 
༞ᴗᖺḟ⪅ᩘ
㡑ᅜ 3 1 
୰ᅜ 25 15 
ࣇ࢕ࣜࣆࣥ 15 6 
࣋ࢺࢼ࣒ 2 1 
ࡑࡢ௚ 1 0 
ྜィ 46 17 















































































































































































































































































































７）法務省：第 4 次出入国管理基本計画, 18-19,2010．
８）石岡晃：外国人介護福祉士・看護師候補者の受入ネッ
トワーク−ふじのくに EPA ネットワークの取り組み
−,月間福祉,11, 20-22,2011．
三上　ゆみ・久保田トミ子・ファハルド ニコル
